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I」 (２ 農協だ よ
昭和59年７Ｕ１８日

il11iii1illIiiiiiiiiihiiiiilIiiililiil鱸iIililill蕊liiij1liiiIi1iillli1ii！
従
来
の
乳
牛
の
共
進
会
を
一
更
に
虹

大
し
、
多
く
の
組
合
員
に
参
加
し
て

一
割
く
た
め
、
会
犀
度
初
め
て
の
農
業

祭
を
実
施
し
て
み
一
一
ひ
し
だ
。

幸
い
好
天
に
恵
ま
れ
、
多
く
の
組

合
員
の
参
加
が
得
ら
れ
、
親
睦
の
輪

か
広
が
り
、
｜
つ
の
目
的
が
達
せ
ら

れ
た
と
思
い
ま
す
。

前
夜
祭
か
ら
農
業
祭
当
曰
｜
可
で
、

企
画
と
実
施
に
つ
い
て
各
組
織
の
万

々
に
大
変
ご
協
刀
を
戴
き
、
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

来
年
以
降
は
、
合
作
の
反
省
一
在
し

な
が
ら
一
層
充
実
し
た
農
業
祭
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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(3)農協だより
昭和59年Tl-ll8B
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農協だよ{)（４）
昭和59年７月l８Ｅ

困囚回国囚区
関圏囹

戸語

父坊やん初めてもらったね
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おめでとうございます



(5)農協だよＵ
昭和59年７月]８日

図凹回国
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二の問題難しし'なあ？

ロー罰

■■塁
－ 

親睦第１に頑張ります

塾豐含霊！ 4 

轤iil篝i1霞iiil鍵iii鬘'1護薑i鑓iiji
ﾛ円由

￣■ 

第１ゲート彌凋…...…

エー

ハジキ具合いIまどう力､噂
へ

えⅢ私一人だけ７

ウルトラクイズ

,世界一周目指して両張る弓



農協だよ{ノ（６）
昭和59年７H１８Ｅ

押さないで､押さないで

藪朏,iiiliiilliiliiiiiiI囹蝋所.`』鰯
ぽ＝、

繩、 iiiii;#蕊ill1

．
‐
Ａ
△
 

『皀關h:鰯
＝ 

二二

r護憲
■ 

‘ 

慧讓｢』

域
、

;iiiiiijiliiiiiiiiiiiiiil 
w麺鑓1k

斜
』

‘ …!｣d鼠

蘂篝iiiii:ii1i;鰯iiiiil 鼠

lii鑿藝1111i篝
邪。

W塗

霞i:蕊

i嬢
１も品凸

韓､～＿迫

』篝篝鑿 緯蕊
！ 

訊顎蕊
型{⑨。．

鶴繊‘”弓Ｐｈ

!;i露1$i鍵
おいしそうノ

い〕や－つかれた塚田



(7)農協だより
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β国富

道
内
で
作
付
け
さ
れ
て
い
る
紅
丸
・

男
闘
い
も
．
メ
ー
ク
ィ
シ
・
農
林
一

号
・
ト
ヨ
シ
ロ
・
エ
ニ
ワ
・
ユ
キ
ッ

ロ
・
ワ
セ
シ
ロ
・
ハ
ッ
フ
ブ
キ
・
ホ

ッ
カ
ィ
コ
ガ
Ｔ
・
ゴ
ナ
フ
プ
キ
お
よ

び
シ
｜
｜
力
な
ど
と
一
緒
に
、
｜
区
一

十
株
、
三
反
復
で
実
施
し
ま
す
。

調
査
は
収
最
形
質
の
外
に
、
箙
青

令
般
の
地
上
部
の
特
性
・
早
期
肥
大

性
（
￥
翻
り
｝
、
塊
裟
の
持
粍
な
ど
に

つ
い
て
行
い
ま
す
。
ま
た
、
供
試
系

統
は
多
収
の
清
里
町
（
礎
地
選
恢
圃
）

で
ど
の
よ
う
な
成
績
を
示
す
か
を
み

ま
十
・
こ
の
選
抜
肚
代
で
は
、
育
成

系
統
が
既
存
Ⅱ
叩
煎
と
比
較
し
、
砧
極

と
し
て
の
可
能
性
が
あ
る
か
ど
う
か

を
み
ま
す
。
例
え
ば
系
統
が
晩
生
・

で
ん
原
用
向
き
な
ら
紅
丸
・
コ
ナ
フ

プ
キ
．
シ
’
一
力
と
、
早
生
：
食
川
向

交
陥
か
ら
数
え
て
六
年
目
の
こ
の

試
験
は
、
前
年
に
選
抜
し
た
十
丘
～

｜
工
‐
系
統
お
よ
び
有
望
な
激
系
統
存

馬
鈴
薯
談
義
⑬

腓産
力
根
釧
農
試
村
上
紀
夫

検
定言
な
ら
男
爵
い
も
．
ワ
セ
シ
ロ
と
、

そ
れ
ぞ
れ
比
鮫
し
ま
す
。
ニ
の
よ
う

に
し
て
有
望
な
系
統
は
根
系
番
号
弁

つ
け
て
道
内
流
ヶ
所
の
試
験
場
（
北

農
試
・
中
央
・
十
勝
・
Ｉ
川
・
北
見
）

お
よ
び
特
性
愉
定
試
験
（
塊
紫
腐
敗
、

軟
腐
病
逓
ど
」
に
供
試
し
ま
す
。
そ

し
て
、
各
場
で
ば
根
系
が
対
照
品
種

と
比
核
し
将
来
性
が
あ
る
か
ど
う
か

調
べ
ま
す
。
そ
の
結
果
、
い
く
つ
か

の
場
で
有
望
で
あ
る
と
な
る
と
根
育

貯
号
を
つ
け
、
さ
ら
に
道
内
－
ケ
所

の
現
地
試
験
に
供
試
し
て
、
農
家
で

実
際
に
試
作
し
て
も
円
い
、
作
り
や

露瀞

試
験

卸5ｓ

ば
れ
い
し
ょ
品
種
改
良
の
話

蝿

す
さ
牛
、
収
量
性
・
病
箒
虫
抵
抗
伸

な
ど
の
実
用
性
を
み
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
経
過
を
た
ど
り
、
既

」ユ
．
存
品
種
よ
り
勝
る
か
、
全
く
新
し
い

特
性
を
一
示
す
根
行
系
統
は
、
品
種
候

と
、
楠
と
し
て
専
門
家
の
会
議
に
提
出
さ

よ
う
れ
る
の
で
す
。
ち
な
み
に
、
交
配
か

号
を
ら
品
種
決
定
ま
で
の
年
数
を
花
な
品

（
北
極
に
つ
い
て
み
る
と
、
農
林
一
号
は

北
見
）
六
年
で
雌
も
短
か
く
、
ユ
キ
ジ
ロ
は

い
政
、
七
年
、
シ
レ
ト
コ
お
よ
び
エ
ニ
ワ
は

ｕ
そ
八
年
、
紅
九
は
九
年
、
コ
ナ
Ｚ
プ
キ

舶
極
は
十
年
、
ホ
ソ
カ
ィ
コ
ガ
ネ
は
十
一

７
か
年
、
ワ
セ
ン
ロ
は
十
一
一
年
、
ハ
ツ
７

つ
か
プ
キ
は
十
一
一
一
箙
‐
、
ト
ョ
ン
ロ
は
Ｉ
卜
六

恨
育
年
で
最
多
で
し
た
。
現
在
で
は
、
品

ヶ
所
種
認
定
の
会
議
に
は
か
る
ま
で
県

議
で
順
調
に
い
っ
て
十
年
か
か
り
ま
す
。
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】 (8) 農協だ よ
昭和59年７月l８Ｌ

iIIillDhliiIl `声、

ｌ
鱸
…
１
．

光
、
富
沢
、
弾
正
原
の
四
牧
場
で
出

貼
牛
の
大
半
を
占
め
、
入
賞
牛
の
上

位
を
独
占
す
る
状
態
が
こ
》
」
何
年
か

続
い
て
い
る
。
も
う
少
し
出
品
戸
数

が
増
え
て
欲
し
い
地
区
で
も
あ
る
。

未
経
産
牛
か
ら
全
道
共
進
会
に
も
出

て
い
る
富
沢
牧
場
の
パ
ク
ラ
マ
１
．

ク
リ
ス
タ
・
ガ
ー
ル
号
が
経
産
に
な

っ
て
か
ら
も
強
く
、
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
を
獲
得
。
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
に
は
国
光
牧
場
の
カ
ン
ト

リ
ー
・
ラ
イ
ト
・
ラ
グ
ア
ッ
プ
ル
・

バ
リ
ァ
ン
ト
が
選
ば
れ
た
。
ま
た
、

蕨

こ
の
地
区
は
稚
査
終
了
後
の
ア
ト
ー
フ

ク
シ
ョ
ン
の
擢
大
な
勢
で
有
名
で
あ

る
。
ロ
デ
オ
よ
牧
草
鴬
け
等
も
こ
の

地
区
か
ら
始
ま
っ
た
。
今
年
も
新
た
．

に
一
輪
車
板
渡
り
・
ゴ
ム
チ
ュ
ー
プ

引
力
ゲ
ー
ム
・
乗
馬
な
ど
を
追
加
し

第２俣落地区

第
十
七
回
第
二
俣
落

地
区
畜
牛
品
評
会
（
六

月
一
日
）
審
査
員
・
佐

藤
拡
氏
、
出
品
戸
数
十

一
戸
、
出
品
頭
数
一
一
一
十

九
頭
。

農
協
総
合
で
昨
年
団

体
優
勝
の
栄
誉
に
輝
き

ま
た
、
今
年
も
狙
え
る

参
観
者
全
員
で
楽
し
み
ま
し
た
。

る
よ
う
に
．
な
り
ま
し
た
。
州
［
品
頭
数

は
毎
錘
よ
く
差
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
酪

農
家
戸
数
に
比
較
し
て
出
品
戸
数
は

多
い
地
区
に
な
っ
て
い
ま
す
。
糎
舌

の
佐
々
木
審
査
員
の
審
査
の
結
果
、

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
は
‐
八
野

当幌地区
葎、 第

十
五
回
当
幌
地
区

畜
牛
品
評
会
（
六
月
二

日
）
審
査
員
・
佐
々
木

昭
雄
氏
、
出
品
戸
数
十

六
戸
、
出
品
頭
数
三
十

二
頭
。

品
評
会
場
が
整
備
さ

れ
、
審
査
場
も
移
動
し

出
品
者
に
は
今
迄
よ
り

楽
な
状
態
で
出
品
出
来

》
り
ま
し
た
。
出
品
頭
数

牧
場
の
エ
レ
ベ
ー
シ
ニ
Ｐ
ン
・
ク
リ
ス

タ
ン
・
マ
リ
ナ
ー
号
、
ジ
ュ
ニ
ア
チ

ャ
ン
ピ
オ
ン
に
は
吉
田
牧
場
の
ベ
ッ

シ
ー
・
フ
ォ
ー
プ
ス
・
プ
レ
ス
テ
ー

ジ
号
が
そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
地
区
は
毎
年
土
眺
曰
に

開
催
し
午
後
か
ら
は
子
供
達
も
参
加

し
皆
で
楽
し
む
お
祭
、
ム
ー
ド
が
高

く
、
今
年
か
ら
は
昼
休
み
に
は
色
々

な
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
楽
し
み
、
そ

の
あ
と
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
鍋
を
囲
み
舌

づ
つ
み
を
う
ち
和
気
合
々
の
有
意
義

な
一
日
を
過
し
ま
し
た
。

的
に
も
素
晴
ら
し
い
の
で
す
が
今
年

に
つ
い
て
は
、
頭
数
に
つ
い
て
も
参

加
者
に
し
て
も
少
し
寂
し
さ
の
残
っ

た
共
進
会
で
し
た
。
ま
た
、
若
い
年

代
の
参
加
も
少
な
く
こ
れ
が
シ
ョ
ー

俣落地区

第
三
十
莊
回
俣
落
地

区
畜
十
品
評
会
（
六
月

四
日
）
審
査
員
・
家
畜

改
良
瓶
楽
団
道
東
車
業

所
次
長
山
本
丁
一
氏
、

出
品
戸
数
十
二
戸
、
川

品
頭
数
二
十
一
一
一
頭
。

俣
落
地
区
は
三
十
五

回
目
の
共
進
会
と
非
常

に
歴
史
が
あ
り
、
牛
群



9）農脇だ よ Ｌ 
昭fll59ri弓TIll8ト

１
．
フ
レ
ス
ダ
ー
・
ケ
リ
ス
々
ン
丹

と
．
｝
つ
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ト
』
輝
き
鳶

し
た
。
来
年
は
、
こ
う
し
た
苦
い
入

と
ち
の
参
加
・
蒋
闘
を
期
痔
し
た
い

も
の
で
す
。

ア
ェ
牛
〆
ピ
ー
オ
ュ
に
は
マ
門
、
ご
卜
Ⅲ

の
祷
り
旧
か
ら
な
い
原
同
の
よ
う
左

気
が
し
ま
十
・
し
か
し
、
鋳
予
の
巾

で
も
恢
山
久
雛
氏
は
頑
張
り
、
グ
弓

：
ド
チ
キ
ン
ピ
オ
ン
，
｜
、
内
・
ジ
ト
リ

＋
」
・
ノ
十

〆
ヨ
シ
山
〃

PＴ 

し牛者。のチｌのド共ス藤雰激まプある

鳫鱗哀轍｝；j1$：iiii崖淵俵橋地区
チとイ’十ｚデピるいぬ充頭」｣ｉに今ニ
ヤち卜・ン年］才、捧行て‘だ数進IjU年の撲かい頭ｈｌｎＷｉｌｌ帯
ンが.ぺに連ルン評わとしば会えば部・らる例数戸師一’卜輔
ピうレキ、は統・にでれば涛少の、綱落人始牛年二数1111瀞ハイＩト
オもツツ佐でハはし、い萱なぼ蝋；｜の人ま魂恒-1‐‐'-.藤査評孔
ンのドト々、y橋た密え貝いう大きパイ１１り碑例ｌＪｑ－一員会［u］
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輝、とエⅡβユメイ蔦グ，識祷あの参行アＩでＦＦｌ１な。、氏人六橘
きこ所I雄二．-ラ評査るのｉｌｌｌわトン終供奉つｉＬＢ、」二月地
まの右ス氏アパ氏〉もも11Ⅱｌノリ戸れうでわ｜:、納て品川授七区

俵橋地区

穴鼬

今
年
は
何
と
か
Ａ
級
入
り
を
狙
っ
て

熱
が
入
っ
て
い
ま
す
、
瀞
査
貝
も
当

初
は
札
幌
方
面
か
ら
拙
く
予
定
だ
っ

た
そ
う
で
、
そ
の
熱
の
入
れ
方
が
伺

え
ま
す
。
時
代
に
マ
ソ
干
し
た
榊
森

で
定
評
の
あ
る
渡
辺
氏
の
辮
査
の
結

製
、
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
は

篠
永
栄
牧
場
所
有
の
Ｍ
Ｐ
Ｆ
プ
レ
ス

テ
ー
ジ
・
ポ
ー
タ
ル
号
が
繩
き
ま
し

た
。
ま
た
、
こ
の
地
区
は
毎
年
武
佐

中
学
校
の
龍
徒
さ
ん
方
が
授
業
中
に

先
生
に
引
卒
さ
れ
見
学
に
来
て
お
り

今
年
も
「
牛
の
兄
方
」
に
つ
い
て
の
勉

強
を
受
け
て
お
り
ま
し
た
。
ア
ト
ラ

グ
シ
ョ
ン
と
し
て
、
出
品
牛
の
人
気

投
票
が
行
わ
れ
、
参
加
者
の
中
か
ら

罪
激
も
戸
数
も
二
爵
Ⅱ

に
多
い
地
区
に
な
り
ま
し
た
。
昨
年

農
協
総
合
で
は
．
】
一
位
の
牒
落
地
区
に

、
黛
堰
く
ら
い
で
負
け
て
い
る
の
で

武佐地区

鰯
Ｉ
五
同
武
佐
地
反

帯
牛
茄
評
会
一
六
月
Ｌ
へ

Ⅱ
〉
涛
査
貝
・
渡
辺
権

吉
氏
、
出
品
戸
数
－
六

一
日
出
品
頭
数
円
十
四

頭
。会
場
が
整
備
さ
れ
、

繋
留
場
は
鉄
住
に
変
り

ま
し
た
。
今
回
は
出
品

頭
数
も
戸
数
も
二
爵
Ⅱ

聯
査
終
了
後
の
懇
親
会
の
中
で
は
ゲ

ー
ム
等
も
今
年
か
ら
行
わ
れ
、
ま
た

最
後
に
は
出
い
審
査
場
で
〉
フ
ト
ポ

１
ル
で
楽
し
み
ま
し
た
。

‐
勝
を
十
分
に
狙
え
る
地

区
で
、
望
Ⅱ
支
部
長
以
下
．
九
と
な

っ
て
膿
勝
旗
瀧
還
に
燃
え
て
い
ま
す
Ⅲ

二
の
地
区
の
特
徴
は
、
特
い
人
達
が

多
く
、
拒
体
と
な
っ
て
い
る
平
で
あ

り
、
沼
気
に
あ
ふ
れ
た
品
評
会
尼
な

っ
て
お
り
ま
す
。
審
査
の
緒
果
、
グ

ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
は
花
川
稔

牧
場
の
デ
ゴ
ー
ル
・
ホ
ー
プ
’
モ
デ

ル
・
一
ラ
ン
ブ
ラ
ー
号
、
〉
２
１
’
一
ア
チ

ャ
ン
ピ
ォ
ン
に
は
岡
部
牧
場
が
久
々

に
帰
り
咲
き
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
・
プ

レ
ス
テ
ー
ジ
・
ピ
カ
ソ
号
が
そ
れ
ぞ

れ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
輝
き
ま
し
た
。

中標津地区

》
し
ｌ
名
余
が
賞
品
を
受
刑
ま
し
た
屋

鈩可

凝
卜
ｎ
Ｍ
中
標
津
恥

区
畜
↑
品
評
公
一
レ
ハ
月

七
日
｝
審
査
員
・
漉
辺

掌
吉
氏
、
出
Ⅱ
叩
戸
数
一
一

十
戸
、
出
品
頭
数
川
十

七
頭
。

出
品
戸
激
・
頭
数
共

に
最
高
を
誇
る
地
区
で

あ
り
、
総
合
の
団
体
傷

卜は卜場千で兄もりな｝とま顎以も’

苫MiiWj：鰯『；ｋ灘：祷ｌ
ｉ場．ユクオ齋て区一で瀞る定一で天「|］
>）のニミン査勉川いに。席い（二意の
がヤァラ【二の姉様る艮支のる恋し’腱
雌＞千１（よ鑑を、窓Ｌｊ部よ･まて崎
好子ヤ.土蝸Ｌ学が意ＩＴＩう農』lいを
しエ／コブ'二、て枝あｌ帷評’二脇、るし
ま.ピピＩグｒｊのるで会｜帳総・が、
しザイｌⅡ/イラ〈qzo十も位介張、テ
たウンうり｝＞地徒こ‐』長はでりぞ>
･ンにイ牧ド区が二か<･Ｉよでれ卜

開暘地区

鰯
るうＬ三藤一}・ｌＺ
･腋輔頭〆拡皀帯輔
111号史Ｉ｡、氏Ⅱ′トミ
年あ｜・，'}ｌ、一品｜・
はるこ，Ｔｌ（１）騨評＝
Ａ１'ルトllMnl頭１W，査会’'１
評ｌｘｌｌ救声典一Ｍ
へ鋸ｚ‐Ｚ数．（陽汽出二

場あい｜‐ト住「】ｊ１ｈ
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今
年
の
馬
齢
し
上
の
生
育
は
、
平

年
仁
比
べ
て
、
植
付
期
（
全
体
の
四

○
～
ｆ
○
％
が
終
Ｉ
し
た
時
期
）
が

Ⅲ
ｕ
遅
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
天

候
は
雨
か
少
な
く
商
柵
に
罐
過
し
た
た

め
に
、
萌
芽
期
は
逆
に
六
Ⅱ
早
く
な

り
、
峯
艮
の
仲
ぴ
も
進
ん
で
い
ま
す
。

》
」
の
た
め
、
疫
病
の
発
生
し
や
す

い
気
皐
条
件
（
曇
雨
天
）
が
続
く
場

合
は
、
早
目
に
薬
剤
敬
布
を
行
い
、

撤
庇
し
た
ｒ
防
脹
・
』
努
め
ま
し
』
二
う
。

「
疫
病
の
発
生
源

⑪
見
逃
が
さ
れ
て
植
付
け
ら
れ
た

病
い
も
。

幻
屑
溜
や
、
ほ
場
近
く
に
捨
て
ら

れ
た
病
い
も
。

③
野
ら
生
え
い
も
、

袖
付
け
ら
れ
た
病
い
も
か
ら
病
斑

が
形
成
登
れ
る
内
は
き
わ
め
て
少
な
い

の
で
ず
が
、
｜
味
で
も
篭
主
縢
が
あ

る
と
、
こ
の
株
を
中
心
と
し
て
そ
の

ぼ
場
で
の
疫
噛
か
ま
ん
延
し
、
更
に

日
が
続
い
た
時
に
発
生
し
や
す
い
Ｅ

疫
病
防
除
は

三
、
発
生
・
ま
ん
延
を
左
右
す
る
条

基
本
技
術
の
励
行
で
４
坪
薫
猴
糾
朧
鰄

北
標
津
地
区
農
業
改
良
普
及
所

近
接
は
腸
催
も
伝
染
す
る
の
で
、
初

め
じ
発
生
す
る
株
の
多
少
は
疫
病
の

発
生
ｕ
〈
合
を
火
き
く
左
櫛
し
ま
す
。

二
疫
病
の
初
発
生
時
期

①
一
般
に
、
植
付
後
五
○
日
目
ご

ろ
か
ら
、
疫
病
発
生
の
危
険
期
に

入
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
の
場
合
は
、
生
育
が
進
ん
で

い
ま
す
の
で
、
実
際
の
植
付
Ⅱ
よ
り

一
○
口
い
く
殖
付
什
危
二
と
昨
』
す
る

と
、
｜
｜
の
計
算
が
合
う
で
し
ょ
う
。

②
中
標
津
川
Ｐ
む
け
る
疫
病
初
発

期
は
、
作
に
よ
ゾ
ｒ
前
後
し
ま
す

が
、
お
お
む
ね
七
月
中
旬
で
す
’

今
年
は
極
い
も
の
発
芽
、
初
期
生

育
が
順
調
な
と
め
、
初
め
に
発
生
・
一
。

る
嫁
で
の
満
堀
切
川
方
は
い
い
と
思

わ
れ
ま
す
。

③
最
低
気
温
一
○
℃
以
上
で
、
平

均
気
温
一
五
～
’
六
℃
以
上
の
日

が
続
き
、
し
か
も
降
雨
な
ど
で
葉

面
が
一
一
～
三
日
乾
燥
し
て
い
な
い

律弓、

に
発
生
し
ま
す
ｃ

②
一
般
に
、
幼
若
の
叶
代
よ
り
も

着
蕾
～
開
花
期
以
後
に
か
か
り
や

す
い
。

③
日
照
不
足
な
ど
の
気
襲
条
件
は

賜
鈴
し
ょ
の
茎
葉
の
疫
病
抵
抗
力

を
低
下
さ
せ
ま
す
。

④
当
地
方
で
は
、
初
発
が
早
い
と

被
害
の
激
化
に
結
び
つ
く
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

⑤
七
・
八
Ⅱ
平
年
よ
り
も
や
や
高

温
で
、
日
照
不
足
・
多
湿
で
あ
る

と
、
発
生
激
化
原
因
と
な
り
ま
す
。

疫病防除の要点

一

（
蓼
；
浅
黄鐵離 lｉＪ 

【愚点

」I宝ｌ弥苛せる

BjIl:6#1A鴎のⅡｌ
が命′ＬロレnJIhih

〃刀､lWiニニ

InilIIIIIlﾉi陣ら
＄１３１－力ｌＩ

【ﾓﾛﾛIJI鳴汀

蝿ｲﾓ0呈売倉
【＿処苅営ｉｂ

⑥
疫
病
の
発
龍
と
施
肥
と
の
関
係

は
明
白
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
般

的
に
は
、
加
里
が
少
な
い
と
発
病
し

や
す
く
、
窒
素
過
多
で
も
発
病
し

や
す
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

四
、
今
年
の
疫
病
防
除
方
法

①
防
除
暦
に
従
○
て
実
施
し
ま
十
。

②
薬
剤
の
効
果
匙
ヒ
ー
一
○
日
続

き
ま
す
が
、
鐘
雨
天
が
続
く
お
そ

れ
が
あ
る
時
は
、
早
目
、
早
目
に

散
布
し
ま
す
。
治
療
的
効
果
が
低

い
の
で
予
防
的
に
散
布
し
ま
す
。

③
疫
病
は
一
般
腱
開
花
期
以
降
に

多
発
十
る
の
で
、
蕾
が
見
え
て
き

た
ら
第
一
回
目
防
除
を
行
い
ま
す
。

①
多
湿
条
件
で
病
勢
を
増
す
の
で

降
雨
前
散
布
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

⑤
長
雨
が
続
く
陽
介
は
、
晴
間
や

小
雨
の
間
の
薬
剤
散
布
に
努
め
ま

し
ょ
う
、

⑤
「
コ
ナ
フ
調
フ
キ
」
も
八
月
中
旬

以
降
に
お
い
て
は
、
疫
病
抵
抗
力

が
無
い
の
で
、
｜
’
紅
九
一
並
の
防

除
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

⑦
薬
液
散
布
量
は
生
育
に
応
じ
て

増
量
し
ま
す
。
二
○
ア
ー
ル
当

り
一
○
○
！
～
二
一
○
０
）

③
展
着
剤
は
規
定
量
使
い
ま
す
。

二
○
○
Ｉ
当
り
一
一
○
Ｍ
）

HＰｈ 

⑨
多
窒
素
施
肥
で
は
生
育
が
救
弱

と
な
り
発
病
し
や
す
い
の
で
、
必

要
以
上
の
窒
素
追
肥
を
さ
け
ま
し

よ
』
っ
。

薬剤散布の注意

、瓜の識↓DU68
ilkni'二速さふい

庁二
＄、零

.､竺二＞豐職
抄

可能J}Iルーか浪
曲ピ8.k斑&秘3

副溌力膣晒I;1画〕｡醐
勺nlMHiiがよZn

直j』;鰹な[wjlIi（
、】ＭｍＨＬ耐ぃ

Ｗ子蚕，！
圧力重周阿

Ｌよいノズ
ル６．使う

IＩＩｌⅦ 
冷血Ｌｏ地、
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列
可ⅡⅡ 

放牧地の肥培管理について
雪印乳業㈱中標津工場徳永隆一

隆一
ヅ

え瞳<ｌよみ肥(2)の11の節し期数な化で必｝互人ご降牧１，１）
追贈方、が体近落降大生ニかの字る産卓喫短きＪＬｆに草、ケ
肥強法従な系年追ち、惹産のあ六でな物鴬なⅡ〈は瀧力クｌ放放
のをと釆さに、肥込採いⅡョよ｝）Ｉ」はどががた奈生、Ｉ１ｌＨらロｆ牧牧
童ロはのれよ牧にみ食卓がうまに、の趣「ﾉ《杜「i＄行①がな１１.草地
点桁異’Iしてっ草よが壁地あにせ比八婆冬型が（二適職低る（】のへ
をしを春きてのる問の酷る牧人L）Ｉｌｋｌｌニノ杓不｜も１温高｜<放獺｜季の
夏てり迫詣平季草題イ、農た草。（は仁向い足かのとし牡とグ節追
以、、肥し均節生と足地めのＣ牧よけ化一ｊｌｌ岡」'＆てＩ山いう生肥

Ｔ： 降春夏’二た化生産を力、帯、淨 勿草＄〕てず③てが低き手・切〆産
に施以主がさ産のりらほ故青の生、Iける短ｉ鴬狭気まはナニ、性
お肥降体、せ性確ま乳ど牡に亡Ｅ産農ノ蔵ｉｌ土《温・1-,Jピーチ
くはのをそる庄保す生八依は産品試型④低睡な鍵。蔓'１ｊモ
、抑生おれ試追゜歴Ｈが季－１世盛の’二同柵にるがｕテliリン

戸＝

／Ｉ 

春
少
な
く
秋
に
向
っ
て
増
施
す
る
や

り
〃
で
す
。
今
後
検
討
し
て
ゆ
く
必

要
が
あ
る
で
し
．
｜
ふ
う
。

旧
放
牧
地
の
追
肥

放
牧
地
の
追
肥
を
考
え
る
と
き
、

放
牧
家
畜
の
糞
尿
か
ら
の
鑑
肥
分
供

給
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

原
則
と
し
て
は
、
窒
素
に
つ
い
て
は

マ
メ
科
牧
草
の
窒
素
同
定
な
と
も
含

め
、
バ
ラ
ン
ス
が
保
た
れ
る
と
脅
え

ら
れ
ま
す
が
、
、
股
に
は
ｔ
壌
条
件

の
ｆ
傭
な
ど
か
ら
、
化
学
肥
料
の
補

給
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

、
記宮前、

税金は純

期
納 限までIこ

めましょうま
￣ 

C端金…弓延滞金がかかりま

↓上

年
間
追
肥
量
と
し
て
は
、
要
素
品

で
窒
素
八
雌
．
リ
ン
人
囎
、
カ
リ

、
二
他
程
度
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

特
に
、
よ
・
７
燐
、
炭
カ
ル
の
施
用
を

留
意
し
乳
牛
の
嗜
好
を
高
め
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
疾
病
予
防
に
も

な
り
ま
す
。

叩
硝
酸
塩
ロ
毒
の
施
肥
管
理

室
索
施
用
量
が
多
く
な
り
ま
す
と

牧
草
中
に
、
硝
酸
態
窒
素
の
蓄
積
が

み
ら
れ
、
そ
れ
を
孫
食
し
た
牛
が
硝

酸
塩
巾
上
鐸
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
環
境
条
件
や
摂
取
量
、
個
体
で

納期限を過ぎて納めますと、次

の計算でかかります”

BF75h 

」
納期限後１ヶ月間……年７３％

(日歩２銭】

そ』し以後の期|Ⅱ｣･･･……年146％

(日歩４銭｣

Ｕ 

蝿
な
り
ま
す
が
、
牧
草
中
の
碓
酸
熊

窒
素
念
有
は
○
’
二
％
以
上
（
乾
物
）

で
危
険
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

川
避
の
た
め
に
は
、
｜
回
の
窒
素
追

肥
量
は
一
○
α
当
た
り
八
’
十
町
以

下
に
と
ど
め
、
ま
た
、
放
牧
地
に
迫

肥
後
．
○
～
｜
伍
日
は
入
牧
し
な
い

な
ど
の
注
意
が
必
要
で
す
。
さ
ら
に

窒
素
多
施
用
で
は
、
石
炭
、
苦
土
な

ど
無
機
成
分
含
鼠
が
低
下
す
る
傾
向

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
要
素
間
の
欄

宜
作
用
、
ま
た
土
壌
に
よ
っ
て
は
元

来
不
足
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

史正・決定による税額を納める

時……その税額の本来の申告虹
根室支庁税務課

髄話(01532）
３－６１３１稀

限にさかのぼって延滞金

がかかります。

税金で築くみんなの住みよい社会
、 ノ
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、

根
室
畜
瀧
公
社
で
は
昭
馴
Ⅲ
十

几
年
六
Ⅱ
｜
曰
よ
り
，
と
殺
解
体

料
金
を
値
化
け
改
定
い
た
し
ま
し

た
⑪
で
御
連
絡
中
し
ｈ
汁
ま
す
。

順
上
げ
改
定
巾
蛙
人
家
畜
で
一
頭

当
り
一
○
○
○
円
、
小
家
畜
は
一

頭
町
町
．
．
、
○
円
よ
り
ｆ
○
○
円

で
す
。
別
記
と
殺
解
体
料
金
改
定

炎
を
確
認
願
い
ま
す
。

と殺解体

料
と書解体処理料

'Iih[１１：lHnpI）５９．６， 

||雛'ｉ腿
b■■ 

~lと譜愉在料
理

１蝋

Ｉ と梛料||''…｜鞭術輝ＩＵ 

と段解体料
〔改誰）

と殺鵤体料
（ＨＭＪ１ Ｕｌ 

窪
００．ｺ 

岼
巨
「
」
円
！
」
」
」
ビ

lL500-
］4.50（ 

10,50[１－ 
］3.50［ 

[､00［ 0-3,00［ 0-3,00［ Ｌ５０Ｃ 9.00（ 9.00（ 8ＤＯＣ 

9,500-
12.500 

8,500-
11000 ｌＬ５０［ 

墨勇
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2.15（ 4日「'０「L75C Ｌ５０Ｕ 『 ’一

9,500-
12500 

8,500～ 
］1.500 

鴎

１年以}
1.000 0-3,00〔Ｌ５０Ｃ 7.000 6ＤＯＣ Ⅲ 

5.90（ 胸
I年末ｉ1Ｍ

ａ４０Ｃ 9ｍ GUI 'Ｌ５０Ｃ 4.000 'Ｉ 

2,600 ａ３５Ｃ 45Ｃ R、1.60(）’Ｌ850 1.60(１ 豚 Ⅲ 

詞
300 

3.75Ｃ ４ 45［ 300 3.00013,50（ 'ｆ 

2.0501２ 45(１ ?O［ n割０40［ 韮１ Ⅲ 

β
八

六
月
一
九
日
、
森
林
公
園
に
お
い

て
、
受
入
協
議
会
主
催
（
会
長
佐

藤
收
康
）
の
酪
農
実
習
生
交
流
会
が

実
習
生
（
一
四
名
）
受
入
腱
家
二
○

名
）
の
参
加
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

あ
い
に
く
の
曇
り
空
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
牛
肉
を
囲
ん
で
の
楽
し
い

ひ
と
時
、
実
習
生
活
の
苦
労
話
し
な

ど
に
話
が
は
ず
ん
で
お
り
ま
し
た
。

食
辨
の
後
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
で

汗
を
流
し
、
｜
Ⅱ
楽
し
い
交
流
の
場

と
な
り
ま
し
た
。

新しく
外務推進担当者

決まる.〃

得、 を
流
し
た
１
曰

■
酪
農
実
習
生
交
流
会

新担当者･金融共済課

長沼徳富

業務内容は、組合員はむろん

一般員外者よりの預貯金吸収

を本業務致します。

純Ull １１Ⅱ 
'二殺解(ｲﾐ料
(塊１｢）

と段解体料
(改定）

ｌｉｌ１脳洸料 生体洗料
Ｚミｉ1.

と旙検鐸ＬｌｈＬｲﾄﾞ）

｢'[』lＬ潟 ﾕ蝋 8,00 9.000 1.500 0ﾊｰ31000 l､000 
10,500,‐ 

13,500 

IL500-‐ 
ﾕ4,50Ｕ 

6.000 7.00(） 1.5[)０ 0～３，〔)00 ]1000 
8,500--

ｴＬ５００ 

ＵＩＤＵい､‐

二2,500

稲

］力;]以}三－1年未満
11,000 4.50〔１ 500 500 900 5,900 10(） 

楠

１力｝｝未ｉｌＭｊ
ユ､50[１ ),750 200 45(】 ２１:5０ 

M３ 

二年以１号
6,000 7,000 L'500 0-3,000 1,000 

8,500～ 
:Ｚ､500 

9,t 
500 

[夢
０．９」

１年未ｉＩＭｊ
4,000 '1,500 500 900 5,400 900 

閥 1,60(） Ｌ850 300 450 2↑３５(） 600 

繁殖ｌ塚

(技lOOi《g以ｋ）
3.000 3.500 }0０ 450 3.750 25(） 

めんｌ｣；羊 I「；,400 lp650ii２００ 450 2,05012,300 
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除
草
剤
や
病
害
虫
防
除
の
た
め
の

農
薬
が
使
用
さ
れ
る
シ
ー
ズ
ン
に
入

っ
て
い
ま
す
が
、
使
用
催
あ
た
っ
て

は
、
十
分
な
注
意
を
払
い
事
故
防
止

を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

一
農
薬
散
布
前
の
注
意

⑪
農
薬
の
製
品
に
表
示
さ
れ
て
い

る
使
用
方
法
や
注
意
点
な
ど
を

よ
く
読
み
理
解
す
る
。

②
作
業
に
必
要
な
マ
ス
ク
、
保
護

ク
リ
ー
ム
、
手
袋
、
帽
子
、
長

袖
シ
ャ
ツ
、
長
ズ
ボ
ン
な
ど
を

あ
ら
か
じ
め
整
え
て
お
く
。

③
使
用
す
る
器
具
は
十
分
に
点
検

整
備
し
て
お
く
。

側
子
供
を
作
業
現
場
に
近
づ
け
な

い
よ
う
に
し
て
お
く
。

⑤
万
一
の
事
故
を
考
慮
し
、
毒
性

の
程
度
や
応
急
手
当
て
、
解
毒

法
な
ど
を
周
知
徹
底
す
る
。

⑥
睡
眠
不
足
の
人
や
病
後
の
人
、

妊
婦
や
生
理
日
の
婦
人
、
手
や

足
に
傷
の
あ
る
人
、
貧
血
の
人
、

不
健
康
な
状
態
や
疲
労
し
て
い

〃
ま
き
か
“
よ
り
も
〃
も
し
も
〃
で

す
す
め
る
安
全
防
除

る
人
は
散
布
作
業
を
避
け
る
。

、
散
布
液
の
調
轄
は
熟
練
者
が
秘

ず
行
い
、
ゴ
ム
手
袋
や
マ
ス
ク

を
し
、
手
や
顔
の
露
出
部
分
・
芥

少
な
く
す
る
。

｜
｜
農
薬
散
布
時
の
注
意

、
散
布
作
業
に
な
れ
て
く
る
と
油

断
し
て
取
り
扱
い
が
粗
雑
に
な

り
が
ち
に
な
る
の
で
、
基
本
を

守
る
。

②
服
装
が
不
完
全
な
場
合
に
中
毒

に
な
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
帽

子
や
、
マ
ス
ク
を
し
た
り
、
ゴ
ム

手
袋
を
着
用
す
る
な
ど
、
露
出

部
分
を
少
な
く
す
る
。

③
作
業
は
日
中
の
暑
い
と
き
を
避

け
て
、
朝
夕
の
比
較
的
涼
し
い

時
に
行
う
。

側
休
憩
時
や
散
布
後
に
食
事
を
す

る
場
合
に
は
、
必
ず
手
や
顔
を

洗
い
、
う
が
い
を
す
る
。

⑤
作
業
中
に
頭
痛
、
め
ま
い
、
吐

き
気
な
ど
異
常
を
感
じ
た
場
合

に
は
、
直
ち
に
作
業
を
中
止
す

例⑤

北根室地区
農業改良普及所

『
諺
勾
と

⑥
薬
剤
が
皮
膚
に
つ
い
先
」
場
ム
ロ
に

は
直
ち
に
石
け
ん
水
で
皮
膚
芥

洗
う
。

三
農
薬
散
布
後
の
注
意

叩
使
用
し
た
容
器
や
勝
具
は
よ
く

洗
浄
す
る
。

②
使
い
残
し
た
農
薬
は
、
密
栓
、

密
封
し
、
保
管
箱
へ
収
納
す
る

な
ど
、
子
供
の
手
の
と
ど
か
な

い
所
へ
置
く
。

③
カ
ラ
容
器
の
ピ
ン
類
は
、
多
籔

の
水
で
洗
い
、
残
液
の
な
い
よ

う
に
し
て
処
理
す
る
。
カ
ラ
袋

は
焼
却
す
る
。

山
全
身
を
石
け
ん
で
よ
く
洗
い
、

衣
服
は
下
着
を
含
め
て
全
部
取

り
替
え
作
業
に
使
用
し
た
衣
類

は
必
ず
洗
剤
を
川
い
て
よ
く
洗

呉
ノ
。

⑤
作
業
後
お
よ
び
》
そ
の
晩
は
次
の

点
に
注
意
す
る
。

⑰
飲
酒
を
慎
し
む
。

㈹
夜
ふ
か
し
を
や
め
る
。

⑥
少
し
で
も
異
常
を
感
じ
た
ら
、

医
師
の
診
断
を
受
け
る
。

②
医
師
の
診
断
を
受
け
る
際
に
は

作
業
の
内
容
や
農
薬
名
を
告
げ

ブ（ず。

去
る
六
月
十
二
Ⅱ
．

－
’
’
一
Ⅱ
の
両
日
に
わ
た

り
、
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
寄

録
協
会
・
弁
ｆ
章
氏

の
審
査
に
よ
り
、
夏
季

体
格
祷
査
が
行
わ
れ
ま

し
た
の
で
、
そ
の
結
果

を
報
告
い
た
し
ま
す
。

田
年
度
春
季
体
格
審
査
終
わ
る

59年度春季体格審:査蘆成霞績結果

F再

受検総頭数

平均得､点

７１頭

８１６点

得点８７８６８５８４８３１８２Ｒ１ 8Ｃ 

Ｗｌ 

羽
６

だ
円

万
一
Ｉ

頭数１１１３４１６ｎｌｇｌＷｌ

点数 ８５点ＷＧ）以’二得点牛 氏 塩

87_堂 ＭＰＦ・プレステージ・ポータル

井

辨軒一》｜』
》
氷

川
部

篠
新
花
阿

栄
美
稔
雄
美
雄
正
涌

86点 オームスビー・アグロ・エース

範
一
文
範
昭

症

テ鰯コール・ホープ・モデル・ランブラー'』

レスポアール・クレンヤード・ハッピー・クリスチナｌ」

85点 パーク・チーフ・コピーライト

アースイースト・ポシュロ・クリストⅢ 

Jｊ ジェマイマ・コマンダー・エコー

レーモン・クリスタン・ビューティー
'』

占叫鼎 8７ 8６ 8５ 8４ 8３ 8２ Ｒ￣ 8０ 7９ 7８ 

頭数 ３ ４ Ｒ 
Ｅ■ 

珀口

＿」 9 1３ 1ｲＩ ６ ３ 

点数 ８５点〈ＶＧ〉以上得点与 氏・名
87毎点 ＭＰＦ・プレステ・ジ・ポータル 篠永栄

86点 オーームスご・‐・アグロ・ニース 新発範美

テ侭ゴー･ル・ホープ・モテル・ランブラー 花ｊ［稔

レスボア・ル・ク ンギード・ハッピー・クリスチブ。 阿部文雄
注 バーーク・チーフ ピーライト 新井純美

アースイース「 シュコ・クリスト 佐々木昭雄

ジニマイマ・ゴマ グー・・ェ旨7－ 弾-1E原Ⅱ.：

レーモン・クリス ン・ビューティー 松本正通
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蕊辮
第
四
回
理
事
会

開
催
月
日
六
月
十
五
日

開
催
場
所
農
協
役
員
会
議
室

談
案

『
昭
和
五
十
九
年
度
団
体
営
草
地

開
発
整
備
事
業
及
び
地
域
畜
産
総

合
事
業
の
実
施
に
つ
い
て

原
案
と
う
ｈ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
し
た
恒

協
議
事
一
唄

一
、
根
室
地
域
酪
農
技
術
セ
ン
タ
ー

描
想
Ｅ
つ
い
て

将
来
は
利
川
す
る
事
を
前
提
に

具
体
的
に
つ
め
を
行
い
、
役
員

協
議
会
で
検
討
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

一
一
、
昭
和
狂
１
九
年
度
土

地
改
良
事
業
の
実
施
に

つ
い
て

原
案
ど
う
り
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

｜
一
一
、
職
員
組
介
の
要
求
事

項
に
対
す
る
管
理
購
買

委
員
会
の
結
果
に
つ
い

一
心

管
理
購
買
黍
轌
只
へ
蕊
協

議
案
で
、
再
度
職
組

と
話
し
合
う
事
に
な

り
ま
し
た
。

四
、
第
一
回
中
標
津
町
農

協
農
業
祭
⑭
実
施
怪
つ

い
て原
案
ど
う
り
決
定
し

ま
し
た
。

五
、
金
融
外
務
ロ
の
車
輌

導
入
に
つ
い
て

原
案
ど
う
り
決
定
し

‘房

二
、
土
地
の
処
分
に
つ
い
て

代
替
地
が
あ
れ
ば
処
分
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

二
、
役
員
研
修
に
つ
い
て

Ⅱ
程
』
ハ
月
二
十
」
ハ
Ⅱ
～
二
十

八
円

研
修
目
的
営
農
指
導

四
、
馬
鈴
薯
作
付
反
別
実
測
調
査
に

つ
い
て

実
測
調
査
六
Ⅱ
二
十
七
Ⅱ
～

’
’
十
九
日
、
三
Ⅱ
間
五
班
で
行

い
ま
す
。

五
、
金
融
店
舗
の
拡
張
Ｅ
つ
い
て

役
且
協
議
会
で
拡
張
を
検
討
す

る
こ
と
に
か
月
ま
し
た
。

六
、
草
地
撲
備
事
業
実
施
集
団
へ
の

助
成
に
つ
い
て

役
員
協
議
会
で
再
検
討
す
る
一
』

、
‐

／
 

圃
囿
匝
團
□
囹
國
回
国

七
月
一
一
十
曰
は
中
標
津
神
社
例
大
祭

の
た
め
、
事
務
所
・
店
舗
・
ス
タ
ン
ド
・

生
産
資
材
事
務
所
は
臨
時
休
業
い
た
し

一
ま
す
。

〆

臨

時

体

業

の

と
に
な
り
ま
し
た
Ｃ

報
告
事
項

．
、
昭
和
五
卜
九
年
度
の
生
乳
生
産

状
況
に
つ
い
て

二
、
澱
粉
工
場
廃
液
撒
布
の
結
果
に

つ
聡
て

一
一
、
人
事
異
動
雁
つ
い
て

円
、
て
ん
菜
専
冊
委
員
の
委
嘱
に
つ

い
て

そ
の
他

臨
時
総
会
の
結
果
に
つ
い
て

長
期
共
済
の
推
進
に
つ
い
て

肥
料
、
飼
料
生
産
資
材
の
情
勢

に
つ
い
て

〈
蒸
計
賦
査
員
に
よ
る
実
地
検
沓

に
つ
い
て

長
谷
川
寿
さ
ん
プ
ロ
パ
ン
爆
発

事
故
に
つ
い
て

お

伝字Ⅱ

～ 

わ

、

去
る
六
月
二
日
農
協
大
会
議
室
で

昭
和
五
十
九
年
度
の
熟
年
会
定
期
総

会
が
聞
か
れ
、
五
十
八
年
度
の
、
事

業
及
び
決
算
報
告
。
五
卜
九
年
度
の

瓶
業
計
画
、
予
算
案
、
規
約
の
改
正

等
が
原
案
通
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
五
十
九
年
度
事
業
計
画

『
第
一
四
農
業
祭
ゲ
ー
ト
ポ
ー
ル

大
会
参
加

二
、
研
修
旅
行
、
胤
泉
湯
治

．
一
一
、
健
嘩
笹
理
の
促
進

四
、
年
金
貯
金
の
推
進

Ⅱ
、
会
員
の
加
入
捉
進

新
役
員

会
長
鈴
木
吉
一
・
｜

副
会
長
宮
川
正
晴

監
事
砿
見
孝
男

役
員
佐
伯
柾
次

〃
片
山
正
道

〃
古
沢
亀
治

〃
大
西
栄
上
ロ

ケ
鈴
木
重
雄

〃
土
井
上
友
一

熟
年
会

新
役
員

決
る
〃

●「
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現
代
は
食
生
活
が
豊
か
に
な
り
、

お
金
が
あ
れ
ば
食
べ
た
い
も
の
が
い

つ
で
も
手
に
入
る
時
代
に
な
り
ま
し

た
。
自
分
の
体
を
守
る
た
め
に
、
頭

で
考
え
て
食
べ
る
習
慣
を
待
ち
ま
し

ょ
う
。
こ
れ
が
鞘
尿
病
猴
防
の
ポ
イ

ン
ト
で
す
。

①
主
食
（
米
・
パ
ン
・
め
ん
類
）
よ
り

も
お
か
ず
で
満
収
に
す
る
よ
う
な

気
持
ち
で
食
覗
を
し
ま
し
ょ
う
。

②
お
か
ず
は
、
大
豆
製
品
（
豆
腐
・

納
豆
・
お
か
ら
等
「
卵
・
肉
・
魚

’薯)騨
醗‘

糖
尿
病
予
防

食
事
の
ポ
イ

中
標
津

途
そ
れ
ぞ
れ
毎
日
食
べ
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
野
菜
・
海

草
類
を
タ
ソ
プ
リ
と
食
べ
ま
し
上

Ｐ
７
。

③
杣
・
砂
鱗
②
使
い
す
ぎ
、
菓
子
煩
．

，
／
ユ
ー
ス
類
・
お
酒
類
の
食
べ
過

ぎ
飲
み
過
ぎ
に
な
ら
な
い
よ
う
に

溌
意
し
ま
し
ょ
う
。

の
腹
八
分
日
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

蛸
尿
病
予
防
食
は
理
想
な
健
康
食

で
す
③
家
族
み
ん
な
で
協
力
し
ま

‐
し
よ
』
プ
ロ

P 

Ｆ２可

白色申告者の記帳制度’二ついて＃
基
，
済
め
あ
る
入
の
う
角

膳
帳
鮮
を
備
え
付
け

一
一
一
百
万
円
を
超
一
え
る
人

事
業
所
得
等
の
金
額
が

』
キ
ヰ
ー
」
ト
ー
魚
「
ノ
ｒ

▼
記
帳
制
度

②
あ
ら
ま
し
を
説
明
し

ど
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
、

対
し
て
、
記
帳
制
度
女

青
色
申
告
を
し
て
い
な

事
業
所
得
等
と
い
い
主

得
（
以
下
、
こ
れ
ら
を

い
人
（
白
色
申
告
者
）
に

不
動
産
所
得
・
山
林
所

正
に
よ
り
、
事
業
所
得
．

旺
和
萢
卜
八
年
分
の

そ
こ
で
、
そ
の
制
腫

所
得
税
法
の
一
部
政

て
総
収
入
金
額
や
必
要
経
質
を
記
録

し
、
そ
の
帳
簿
を
七
年
間
保
存
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
ま
し

犬
」
ロー
」
の
場
へ
ｎ
は
、
昭
和
六
十
年
一
月

一
Ⅱ
の
取
引
か
ら
記
帳
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

▽
記
録
保
存
制
度

前
述
の
記
帳
制
度
の
対
象
と
な
ら

な
い
人
で
も
、
昭
和
五
十
八
年
分
の

確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
人
は
、
そ

の
業
務
に
関
し
て
作
成
ま
た
は
受
領

し
た
書
類
や
帳
簿
を
整
理
し
て
五
年

間
保
存
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
場
合
は
、
昭
和
六
十
年
一
月

一
日
の
取
引
に
閲
す
る
も
の
か
ら
保

存
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

▼
収
支
内
訳
書
の
申
告
書
へ
の
添
付

制
度辮
業
所
得
等
を
生
ず
べ
き

業
務
を
行
う
人
が
、
確
定
申

告
書
を
提
出
す
る
場
合
に
は

事
業
所
得
等
の
総
収
入
金
額

と
必
要
経
費
の
内
容
を
記
戦

し
た
収
支
内
訳
香
を
、
確
定

申
告
書
に
添
付
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
蛍
し

た
。な
お
、
こ
れ
は
、
昭
和
五

繰蜀

五
口
ま
で
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
、
岐
寄
、
の
税
務
相
談

室
か
税
務
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

十
九
年
分
の
確
定
申
告
害
か
ら
添
付

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

▼
総
収
入
金
額
報
告
制
度

事
業
所
得
等
を
生
ず
べ
き
業
務
を

行
う
人
で
、
そ
の
年
巾
の
事
業
所
得

等
の
総
収
入
金
額
の
合
計
額
が
五
千

万
円
を
超
え
る
人
（
そ
の
年
分
の
確

定
申
告
書
を
提
砧
し
て
い
る
人
を
除

き
ま
す
）
は
、
そ
の
収
入
金
額
の
合

計
額
な
ど
を
記
帷
し
た
総
収
入
金
額

報
告
書
を
翌
年
三
川
十
五
Ⅱ
ま
で
昨
』

税
務
署
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
昭
和
五
卜
九
年
中
の
事
業

所
得
等
の
総
収
入
金
額
が
五
千
万
円

を
超
え
る
人
は
、
所
得
税
の
確
定
●
申

告
書
を
提
出
す
る
必
要
が
な
く
て
も

一
一
の
報
告
書
を
昭
州
六
１
年
一
一
一
月
十

Ｅ =Ｉ 

所得税法の一部政正により、珈業所得・不動産所得・山林所得（以下、■れらを事業所得等といいま＃す済めある人のうち青色胸舎をしていない人〈白色申告者）に対して、記帳制度をどが設行られま‐〉た０そこで、その制度②あらましを説明し
羊ヰリ）よい７（〉▼記帳制度昭和流十八年分の事業所得等の金額が筥百万届を超える人は、帳簿を術え什什
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蕊Ｌ■g』■.- 爵
のスを脇（閑役「|Ｔ田四訳焉Ｅ研省卒同氏師総長ＵＴ行国佳Ｉ」

lii1R織燕轤繊壽熱辮鑑.【し

卵警勝舷ｌＭｏ騰。擶誹繍觜繩撰鴬峰蝋Ｍ＃江，
常りシ室農堆助し羽の通師別同ilIliは明牧場同Cifl1---省ノＩ

常ズ｜｜月力、符いう業在（己
に仁Ｌ|」末ら内でまと団し二熱
明ｉｆｌＴＩＴｌ二は酪二／＝間の、の心
るわ国、ｌ撹農度、く兄智あに
くれの同Ⅱ１関Ｈ中。学内と質
な、交農国係の国、酪七M
つ乳流場雄者訪訪lil11農１１さ
て’Ｆがを氏へｌｌＬ１鰹宗一れ
きの非訪が中で団等.’］た
た輸常中参標あはの家迄。
。}Ⅱ（ニしりⅡ津Ｉ'〕＝協畜町
等スて－１１]「、ロ光改内
がム杓が農根にを良’二
非Ｉりミ協室次行ｌｉ滞

中穏流町凪樂協同組合白

毎■

▽▼▼▼▽▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▽▼▼▼▼▼▼▼▼Ｖ 

▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▽
▼
▼
▼
▼
▼
▽
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▽
▼
▼
▼
▼
▽
噂
ｖ
ｖ
ｖ
ｖ
ｖ
守
轆
句
ｖ
ｖ
ｖ
ｖ
り
り
鬮
穆．
 

▼
 

１
，
・
・
陰
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｊ
１
ｉ
‐
・
一
二
…
ｊ
Ｊ
屋
１
圖
之
、
ノ
自
雫
一
Ｆ
｜
…
’
２
／
一
一
Ｊ
口
二
つ
一
う
，

▽
 

様
御
夫
圭
寧
矼
鱒
岻

▼
 

▼
に
よ
り
、
範
憲
一
吉
と
沿
う
丁
さ
ん
が

ｗ
め
で
た
く
ご
結
婚
な
さ
れ
ま
し
一
に
⑪

▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▽ 

▼
 

－
 

▼
▼
▼
▽
▼
▼
▽
▼
▼
▼
▼
▽
▽
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▽
▼
▼
▼
▽
▼
▼
▼
▼
▽
▼
▼
▼
▽
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▽
▼
▽
 

蝋醸
一

「

射
し
＃

￣と

￣ 

iil1iI1lliill1iIiiliiiii 

六
月
九
曰
、
中

標
津
町
ホ
テ
ル
葵

に
て
、
児
玉
光
彦

様
制
夫
妻
の
御
媒

六
月
十
曰
、
止

標
漂
町
一
寿
宴
に
お

い
て
、
児
玉
光
彦

艤
御
夫
妻
の
媒
姐

灯
に
よ
り
敏
創
君
と
弘
美
さ
ん
の
綿

婚
祝
賀
会
が
，
盛
会
に
行
わ
れ
ま
し

た
。お
二
人
は
舎
年
の
一
月
に
知
人
の

紹
介
に
よ
り
、
初
め
て
知
り
合
い
、

何
ロ
ガ
の
デ
ー
ト
を
一
重
ね
た
あ
と
約

半
年
で
ゴ
ー
ル
イ
ン
。

敏
郎
君
は
高
校
卒
業
後
、
自
営
の

道
を
選
び
、
合
ま
で
ご
両
親
を
助
け

な
が
ら
営
農
の
中
心
的
役
割
を
果
た

し
て
き
ま
し
た
が
、
｜
｜
～
三
年
後
に

は
、
馬
鈴
薯
耕
作
を
や
め
て
、
酪
濤

〒
本
に
切
り
変
え
、
搾
乳
量
一
一
五
○

ｔ
か
ら
一
一
一
０
０
ｔ
ぐ
ら
い
の
大
型
照

お
一
一
人
は
町
内
の
一
一
盲
年
会
活
動
で

知
り
合
い
、
｜
｜
年
半
の
交
際
期
間
を

得
て
ゴ
ー
ル
イ
ン
し
疋
訳
で
－
９
．

範
憲
君
は
五
十
五
年
に
酪
農
学
園

短
大
を
卒
業
し
、
そ
の
後
、
自
営
の

道
を
選
択
し
会
曰
に
幸
一
つ
一
し
い
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
個
体
能
力
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
を
重
点
と
し
合
後
五
年
間

で
現
在
の
五
八
○
○
キ
ロ
を
七
○
○

○
キ
□
ま
で
引
き
上
げ
厄
い
と
意
欲

を
燃
や
し
て
い
る
好
青
年
で
す
。

ま
だ
、
桧
や
一
Ｊ
ざ
ん
は
高
校
卒
業
後

会
年
の
一
一
一
月
－
ず
で
町
内
の
鰻
行
に
勤

め
て
い
た
旅
行
好
き
な
明
る
い
舌
奥

さ
ん
で
－
９
．
料
理
か
苦
手
と
い
う
こ

と
で
、
こ
れ
か
ら
勉
強
し
た
い
と
話

蒔頭、

震
の
道
を
模
策
し
て
い
る
と
こ
ろ
》
▼▼
 

で
す
。

▼
 

ま
だ
、
弘
美
さ
ん
は
高
筏
一
坐
’
業
ｗ

後
、
別
酒
田
で
酪
農
を
営
む
ご
両
▼

親
の
手
伝
い
を
し
な
が
ら
、
嫁
ぐ
ｗ

Ｂ
を
一
夢
見
て
い
た
小
柄
で
か
わ
い
”り

い
奥
さ
ん
で
す
も

▼
 

二
人
と
も
、
し
っ
か
り
し
た
目
▼

的
を
持
っ
て
お
り
、
協
力
し
な
か
ｗ

ら
立
派
な
酪
農
経
営
を
し
て
い
く
”

こ
と
で
し
ょ
う
。

▼
 

ｖ
 

さ
れ
て
お
り
｛
ぴ
し
←
に
。
▼

厳
し
い
酪
農
情
勢
で
す
が
、
袷
ｗ

子
さ
ん
の
明
る
い
性
格
が
範
三
雲
ロ
ｗ

の
川
の
一
支
え
に
な
っ
て
く
れ
る
で
ｗ

し
よ
う
。

▼
 
▽
 

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
，
 

［
中
標
津
通
信
員
よ
り
］
ｗ

新
カ
ッ
プ
ル
か
続
々
と
誕
生
し
▽

て
い
ま
す
・
吉
川
敏
郎
君
に
続
き
ｗ

佐
藤
範
憲
君
、
連
田
尚
弘
君
（
八
Ｗ

目
号
掲
載
予
定
）
藤
本
勝
畝
一
壱
（
”

八
月
号
掲
載
一
予
定
）
か
め
で
た
く
▽

ご
結
婚
さ
れ
、
中
標
津
地
区
の
後
ｗ

繼一一白対策は一つのところ万全一ノｗ
来
年
は
一
一
世
の
産
一
戸
で
一
段
と
ｗ

賑
わ
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

▽
 

▼
 

▼▼▽▽▽▼▽ 

【ilKj篝；！ 『｜＃霊 》皀沽鈩軸」も『 塞濃 ;iiliiii蟻|iii壜i巍匡 i鰯|曇
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「 ､ 

農業機械化研修を
受講されるみなさんに

Ｉ 
農業機械化研修所の受講手続や入所中の生活は、美幌・清水研修

所とも次の様な運営を行なっていますので、一読しておいて下さい。ｒ
自
分
に
合
っ
た
研
修
を
し

』自分の希望す

;る研修が決まっ

たなら、農業改

良普及所、支庁

農業改良係及び

道では、年度初めに、北海道公

報、ポスター、パンフレットなど

を通してその年の研修内容、スケ

ジュールなど募集内容を公表して

います。

この中には、募集対象者も明示

されていますので、まず自分に適

した研修を選んで下さい。

入所手続には

推せん者が

必要です

猛可

市町村に『入所願書』用紙がありますの

で、所定事項を記入し、市町村長又は農

業改良普及所長の推せん（押印）を得て

研修開始の２週間前までに支庁に提出し

て下さい。

） 

"w`M`'"""""""…""'`llM11l 

入所決定後は鬘
彦

｜『

入所願書の提出後、推せん者を通し入所

についての可否の連絡がありますので、入

所許可の通知がありましたら、その研修開

始が午前の場合は前日の夕方(夕食を終え）

か、当日の朝８時30分までに、研修開始が

’
１
‐
－
 

１
‐
 

午後の場合は当日12時30分までに (昼食を

終え）入所して下さい。

⑨北海道立美幡鎧業機械化研修所亜O92綱潅lll;英I鵬町宇美ti;冠(01527)3-4322
●北海造立清水畿業機嗣上研修所壷089-03上''1部iilr水町御力陰ご'01566)3-22Ks
●北海道農務部)圏&業改良課技術指導{系`壷{】６０;}し幌｢けl`央区化3条1吋6ｊＵ壷(011)231-`1111内線2657
゜各支庁経済部畿務課鰹業改良係
「石狩支庁にあ。ては腱水産瓢鰹業改良係）

②各地'三農業改良普及所、
ノ

フ
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月面i￣こぎ０１２１３以上６月乳量前年比

検査成績
５８年７２９１］5３３０1二句’1755,430.098.02 ■

■
 

５９年７２１１４８ｌ６１Ｃ'１ｺ旬ｌＬ８９ａ２１ＯＯｌＯ２･ｃ
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ＯｌＯＣ 

武
後
久
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保
松
一
田
北
安
釧
一
斉
山
峰
沖
片
弾
国
運
佐
来
川
肛

田原志

木意子

保栄興

井奥

野博
第二|

村徳守

垣洋

科清

岡喜代之助

・代昭

ノロ定則
江八五郎

持広昭

藤ＢＩ］
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岩
一
見
一
川
羽

01（ 

具
多
一
小
伏
中
丹
一

［ 俊一正一一一武賢－哲一億一正―清一情一雅亟光慶一精
武

、1

０ 原栄一

大水敏夫

０
－
０
０
１
０
０
》
０
’
０
－
１
１
０
０
０
１
０
０
－
０
］
１
１
０
’
０
０
０
ｌ
０
０
－
０
ｌ
ｌ
１
ｌ
０
０
０
０
０
０
０
Ｃ
Ｃ
Ｌ
ｌ

ｎｏ 

７ 
Ｉ １ 

０ 

林
橋
井
部
藤
藤
橋
村
山
村
原
村
村
付

金
松
一
幸
爪
文
一
晴
．
｜
疋
一
弘
電

司
寿
昇
好
一
一
幸
一
夫
由
茂
一
存
一
弘
志
光
力

小
仮
置
服
述
逮
間
脳
小
一
本
一
瞥
ｂ
上
卜

、

０
区

旧

Ｉ 
０
Ⅱ
０
６
 

Ｕ ０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
０
０
０
０
０
０
０
．
０
ｌ
０
０
０
０
０
０
０
Ｃ
ｆ
Ｃ
０
０
１
 

Ｉ
 

丹羽賢一

中司哲雄

「

０ ０
０
０
０
０
０
．
１
０
１
０
１
１
０
０
咄

黒一藤一玉
口一上

馴一尻
目一Ｌ｜児

長一花
井一川

舟
酒

佐伯柾次
来栖寛

〔０ 

０ Ｕ 

Ｉ １ 

０
０
０
０
１
１
０
２
０
０
０
０
０
１
ｌ
０
０
０
０
０
０
ｌ
０
０
１
ｌ
０
１
０
０
１
０
 

I 「

荻原蝶七

星野昇司

Ｉ １ 

０
０
１
０
主
０
０
０
０
０
０
０
１
０
０
ｌ
０
０
ｌ
１
０
ｌ
ｌ
０
０
－
Ｉ
Ｃ
ｌ
ｆ

滝本 Ｉ 

滝ケ平義明
一

内山栄‘作

０ 

松本正迦

嬢原掻古Ｉ

０
１
０
０
．
１
Ｃ
ｌ
「

Ｌ
０
ｌ
０
０
０
０
０
１
 

郎
雄
隆
照
情
夫
男
夫

治明
健
秀
芳
喜
正
保
藤

原
而
原
田
川
脇
沢
村

木八
中
前
町
一
一
届
宮
富
谷

Ｕ 

中
前
町
一
房
一
宮
富
谷
武
藤
北
杉
田
佐
》
松
飯
横
一
竹
柳
青
一
青
一
関
職

Ｃ 璽一藤忠鍵
稔

１１ヶ：ﾎﾟﾘ霧IF■、

桑
村
一
岡

国
保
一
僧

治
篁
’

「

中
奥
着 ［ 

田
川
脇
沢
村
百
圷
村
本
島
｜
藤
本
野
田
下
田
木
一
木

０ 

１ 

民
誠

蔵
漬

山
一
藤
藤

崎
田
川

［ 

矯
塚

L１ 
１．１ 

斎；

情
夫

「
筒
一
中

Ｉ 

Ｕ 
、

谷村茂夫

武田三即

持
藤

男
二鵠

幸
・
し

瓢
遠
一
宮
一
驚
真

藤原勝一

抹文雄

佐藤敏昭
件藤一広

０ 

Ｕ 

０
０
１
１
０
０
０
１
－
声
Ｃ
’
０
１
ｆ
ｆ
ｆ

Ｉ ０
０
０
’
０
１
１
０
－
１
Ｏ
ｌ
Ｃ
０
ｆ
ｔ
ｌ
０
ｆ
 

弘
一
匡
一
義
戦
幸
二
国
曰
治
喜

美
一
仁
一
視
一
康
男
一
郎
雄
吉
一
郎
言

Ｕ ０ 

実
一
孝
一
血

川
見
部

、

［ 
Ｉ 

［ 

原
一
山
山
馬
塚
原
抑

賢
瀧
四
文
一
帝

濡
場
陽
一
門
中
石
悶

［ ［ 

利
良
武
直
敏
盛
一
政
一
荊
勇
園

狄
司
雄
一
付
一
弘
一
一
雄
勉
寿
一
雄
一
夫

辺
代
一
沢
田
瀬
谷
山
藤
一
噸
｜
沢
原

臆
男
郎
一
夫
蝋
武

渡
田
相
太
一
古
一
小
歌
斉
広
半
辱

Ｉ ［ 

０ Ｆ 

０ 

Ⅱ 
１ 

０ 「Ｕ 

１ 、ｔ井上信
0 

ｔ井上正雄

小沼佐天剪
熊谷」[＝

Ｃ 木ふさ子

又左ヱ門
田好一

［ 

０ 
|l」本,雪隅

｝j訂～……ＺＺ' 3以・｛

５８年

５９f1Z 

729 

721 

]５３ 

:4８ 

５８１１二

５９年

728 

668 

149 

207 

６ノ』 乳量 前年比

.:二句 ｺﾞﾛ755,4300 98.02 

!|]旬 Lﾛ896.21ｑＯ 102.0 

下旬 i,932,530.0 １０２８８ 

合計 5,584.070.0]【９ １０】.０２％

氏名
Ⅱ2 

句 歯‐句 下旬 氏名
Ⅱ－ 

句

112 

＃1. 
曰勺ョ Ｆ世 氏名

}Ｌ 

旬

21. 

句 下旬
閥Ｉ[ｌ・義 真野ル〈光 武「］

佐々木邦雄 寺島享 後木‘意一三

11 佐藤憲治 久保栄風
１ 

二 」

[］￣下方略 ００ 佐藤忠男 新ブi：輿 ００ 

１１、茂ｉＥ穀 ００ 佐藤ドⅡ雄 11.野博 ００ 

院々木政行 0．0 鴫ｉｌｌ専治 第二-．｛ラ 藩 ｈ区

－２友擬行 OＩＯ JZ-i･険［徳拾 ０１ユ ｉｌｉｌ:､ｌ徳守

高島頁作 ＨＩｒｌＮ蝉蕊 四座７こ「

福島信一． １１：本秀夫 保科情

苛田ｊ巴雄 安達ボl：永 松岡喜代之助

本多ｉＶｉ fＩ安尾 H1代昭

!#。村．敏犬 志預：Ｅ治 》I:/；Ｉ定H1」

真野男 篠永朱’０ 安江八五郎

多田俊‘夫 薄地区 釧持広昭

小岩正.. 原栄一一 藤別

伏見哲 フミ水敏夫 11」：！宏幸

１１］｝I：－‐エエ 小林金司 峰松秀樹

武佐地区 仮橋松寿 nlT--美

丹羽素 00 岩ｊｌ：昇 バー岡宅次

丹羽賢一 服部一・好 弾li皇原ｉｌ；秤

Ili司哲雄 Ｎｉ藤権一 国光照

１２原徳保 遠藤：1:幸 遠藤直行

闇橘文夫 峠（向ｍ・ｉＬｉｒ

舟橋清高 脇付暗［L］ 來価寛

酒ノ|占清 八１１１茂 ｊＩＩ村清身

Ｆ；里雑確 木村」Ｋ春 加藤繁

Ｌ藤亜美 瘤］京；１ 荻原蝶一と

児ｚ瓦光彦 上村,弘志 星野昇司

Ｆｌｌｐ塵ギⅡ ヒィ;､ｊ童光 滝本広

丼Ｈ１精一 １１０ 1.,臆’フ」 稀ケ平義明

,;ｌ上 峰 松本」｣己迦 内：Ｌｌ栄‘作

長谷；:１毒 嬢原賢司 八木原明治郎

花尻武雄 itLji;HE1b14f蕊 [Ｉ．７ｉｈ健雄

Fi：茶E8I稔 阿部稔 前原霧降

阻村保 -ｈヶ島１;リ春 町田芳照

P音岡（言．．￣ 111崎民蔵 房Ⅸ喜浩

高；橘Ｈ情 藤IJI情 宮脇正夫

ＩＩＢ塚秀夫 藤［}】誠一 富沢保男

藤原勝一． 釦持幸男 谷村茂夫

休文雄 遠藤乎畏'２ 緋Ｗ１二で叩

佐藤敏昭 宮１１：実 藤汁弘美

体藤一一広 鷲見学 ｣上村一かⅡ-

濡原賢一 頁部画 杉本匡視

湯：.：,臆 辺F1］秋 rIj島義..

湯Ｌ:：隼男 [」代良司 佐藤戦康

(]ｑ馬四郎 !:Ｌｌ沢武雄 Ｏ‘〈） 松本幸男

E:；塚文夫 太田直行 飯野一郎

.『ｉ原竜雄
.El弓Ｐ醤ヨゴij6Ｒｊ 蹟ＭＨ幽雄

西井武 /｣、谷盛. 竹ド日吉

戸f:丼'二信・. 秋１１１政雄 ＷｌｌｌＨ治郎

t井上ｉＥ雄 斉藤勉 青木喜汎

小沼佐太男 広瀬ｈ聯寿 青木ふさ子

熊谷」[弓 ､'２沢男唯 閏ＸＺｴﾆヱ門

１１」本,雪隅 原良夫 |横［１好一



09）農協だより
|l召fll59flz7FIlHF

' 
￣、

質のよいﾐﾉ〃をつくるために
これだけは守りましょう。 Ｓ月乳 震

Ｓっのルール愚手と乳房を清潔にすること

②搾乳装邇を正しく選び正しく使うこと 上
名

句

中
乞

下
旬氏
●ミルクの適切な冷却と貯蔵

．搾乳が終るたびに洗浄

中一半国一国
鈴

一同同
一口同

斉

水
一
橋
ｆ
木
沢
見
見
一
藤

修
男
・
夫
要
平
男
実
一
雄

１
１
０
１
０
－
１
１
１
０
０
１
０
『
Ｉ

Ｏ
１
ｌ
０
ｌ
１
ｌ
０
１
ｌ
０
ｌ
０
０
１
ｌ
１
０
０
１
ｌ
ｌ
０
１
ｌ
０
ｌ
ｌ
１
－
０
区
－
ｌ
０
ｌ
０
０
Ｉ
０
０
０
０
０
ｌ
０
０
０
１
０
０
ｌ
ｌ
１
０
０
０
ｌ
０
０
ｌ
０
Ｌ
０
０
０
ｌ
０

’’１１０ 
Ｏｎｌ１ 

ｌ１ 
００’００１ ０’０１０ １’１ 

０｜Ⅱ’’’１ 

●ライナーとミルクチューブの定期交換
増

●ミルキングシステムの定期点検

黙繊笠ラユク２の場合は当Ｈ出荷乳型に1kg当り５円、311上の場合l』
５０｢I｣のペナルティが課せられます

、

半沢ＦＩＩ平｜［

国晃一男１
ノ

哲

斉
一
伊
干
付

藤
藤
》
榮
丼

栄
一
秀
清
度

七
一
子
二
行

上
旬 [I 

下
旬

上
旬 中

下
旬氏 程

氏
長
石
休
高
連
一
旱
水

義
Ⅲ
郎
戯
弘
一
幸
一
弘
勝
憶

貞
多
に
姑
雄
忠
晴

渕
『
崎
藤
川
存
繩
地
針

、 局
に＿可

当幌地区

-;巽學'8ＩｌＨ－ｌｉ
00［ 飯

飯
一
興
奥
一
小
阿
鉛
一
西

島
風
旧
Ⅲ

光五郎

帯市

勝佳
健雄

000山崎

１１後藤田

１００斉煩
う今１ｔ

隆
夫
一
志
清
男
延
夫
一
剛
男
氏
場
橘
優
一
晴
諒
武
砺

［ １ 

倍清一哨一昭
一一書｜吉元

山
石
敏
牧

雅
一一百宙

俵一越
田須一比｝田

川一上井
一藤山

堀
木
陽

１ 

１ ｢Ｉ Ｉ 斉須清志
今炸靖清

Ｉ １ 

Ｉ ［ Ｉ 

Ⅲ
一
部
水
肛

安
俊
祥
・
丈

好
勝
幹
夫

［ １ Ｉ ｕｌＯ 

ＯＯＯ 

ＯｌＯ 

ＯＯＯ 

ＯＯＯ 

Ⅲ
房
井
一
笠
一
赤
一
鈴
開
名
一
乾
乾
伊
天

１ 

［ ０ （ 長繩

聯郷地

'１，針

Ｏ
ｌ
０
１
０
０
ｌ
１
地
｛
１
１
０
’
０
０
０
０
０
０
０
０
ｌ
０
Ｔ
ｌ
１
ｌ
０
ｌ
０
Ｕ
０
０
０
０
０
’
０
０
０
０
０
０
０
０

９ ＯＣ 

１ Ｕ 

小原活 １ １ １ 

詩、政行 ００， １００ 竹
高
筒
筒
室
安

村
簡
井
井
Ⅱ
Ⅲ

満
端
篇
良
祐

犬
次
男
秋
二
臆

じ
じ
０
，
１
二
０

ｌ
ｉ
０
０
０
０
 

「 ＵＯｌ０ 
１０１０ ｢０ 

［ 0１Ｃ 

ＯＯＣ ０ 鰹辺韓１’
松｜蝋健二
J1「瀬蝿

０ ’ 

ＩＨ 
１ 

厄 Ｉ 、 「 ロ

IｌｌＬＨ－男’１

松川吉」r~￣５

Ｉ 藤本久雄’ １ ［ 「

Ⅱ 

Ｃ
Ｏ
０
０
０
１
０
０
０
０
 

Ｃ 

小
佐
佐
佐
佐
佐
》
瓢
・
白
式
高
熊
小

Ⅲ
耀
藤
藤
朧
朧
Ⅱ
鍵
川
僑
倉
休

碕
尉
滝
砥
雄
東
男
一
博
闘
犬
吉
夫

１
ｔ
１
６
Ｃ
ｌ
１
１
０
０
Ｏ
ｉ
 

［ ０１１１１Ｆ学＝

!＋ｉｆ蝉直
'０ 

舟Ⅱ｜疋鍵｜ｏ

;；鴛澤
［ 

道
求
永
半
政
敏
彦
茂

Ｉ 0 

、 ［ 

０００ｌ０ｌ０ｌ０００ｌ０ｌ０００００ｌ０’０ 

０ １０ 

Ⅲ
！
１
０
０
０
１
０
０
０
 

水
山
一
榎
穴
佐
佐
野
太

本
’
卒
一
出
吹
藤
木
一
ｕ
円

り
八
雄
明
子
鯉
忍
功

と
弓
へ

み
正
英
貞
吉
研

￣ 
ｏｎ 

騨壕一州一一揺一釧一

一宮雨
０
 一
消
失

０
０
０
 

Ｉ ｌｎ 0 Ｉ 

１０ Ｉ ０ 

成ハナア
付守

１０ Ｉ 佐藤きえ孑
佐々木昭雌

０ 

、 ０ 
「

厘藤弘成
一一

唐崎雫詞

、 Ｉ 6 

１０ Ｉ Ｉ 中
欣
恭
蒔

標
二
一
長
久

津 地区 Ｉ ［ 岡次即 Ｆ 旧
旧
Ｄ
ｉ

01阿部正六
00休薩＝’１１

１ Ｉ 金子安有 ０ 

佐藤－１））ｌ－Ｌｌ－Ｌ工
開陽地区

,:ルポ鰹’'二円千-1.1

高野国雄

ｌＩ林勇
工藤降私

Ｕ ［ 
［ 滝

久
久
箙

場
」
保
我
城

慎
慶
且
純

三
郎
夫

０ ０ 
Ｕ 

０ 

津
！ 

江一口｜井山
四

稚一沢一桜西
大

情
夫
雄
』
健
郎

Ｉ 

Ⅲ
撲
吾
鈴

艀一吋唇一嵩
Ⅲ
野
一
妻
木

「 Ｃ 

０
０
０
２
０
０
’
０
０
 

陵
０ 【】 ｢Ｉ 桜井義雄

西山催井
木
藤
森
山

》
痂
桜
佐
佐

一一一
下

昭
幸
繋
｛
信
章
素

「 0 １０ 

１
１
門
ユ
ニ
ー
し
０
８
が
’
し
Ｐ
し

０ 「０
－
１
 

［ 、 ’ Ｃ 雄
義
一
別

００ `桜ノド寿夫
一一

局橘勝錘

Ｉ 

人
補
」
下
三

西
島
原
糖

英
一
昭
秀
自

明
憲
子
一
だ

Ｆ 

Ｏ「 ［ 

０
０
、

１ ０１２中本栄二

ＯＩＯ’九１１］良夫

'０ 

Ｆ ０ 

質のよいﾐﾉ〃をつくるために

こjrLだけは守りましょう。

Ｓっのルール魯手と乳房を清潔にすること
②搾孚し装邇を正しく選び正しく使うこと

●ミルクの適切な冷却と貯蔵

念搾早Lが終るたびに洗浄

●ライナーとミルクチューブの定期交換

●ミルキングシステムの定期点検

〔繊企ランク２の場合は当;;出荷乳量によ'冠g当I)５円、３鯵｣Zの場合に
50『;jのべ･ﾉｰﾙ･デイか課せられます。

氏名 一皀Ｊ１、 用出、引田‐右】 下旬
鈴木催

高橋一・呪

高ｌ１ｚ稽夫 00 

【１１本露 １１０ 

ﾕ:４沢利平ＩＤ

hil児.‐男

医ｌＥｉ毬Ｚ’１

斉藤哲雄

氏名 上旬
当 幌地

Fud 
L■ 

ｲTI 
P=ユ 下旬
区

氏名

墜瀞１頁錘
‐想句 中旬

Ｉご

旬

斉藤栄・［で

伊藤秀子

..?~‐葉情.

村ノ１．度『学 00 
飯島光fｉ 即 [ｊＭｆ多１１１Ｊ 00 :l；崎雌 ｉＯ 
飯島帯

奥１１．勝

奥：{｜腱

;１Ｊ 
{｣。

ｉｒ１Ｅ 

Ｏ 

（） 

休

筒 朧

に‐郎

祐厩
連ｉｌｌ弘

T1 

ユ0

f労禮、桧一士

斉須清志

｣'二罪ｉ精

１１ 
可

ゲ■1

１ 
四.：111要扉 永存雄幸 I↓ｉｌｒｌ昭男

､ 

１ 

阿部俊勝 00 長繩ｉＭ 房ｊ'１喜ＩｊＥ
鈴イ〈祥幹 卿郷地忠勝 ﾗ'二１２寡宍
丙垣丈夫 'hsi・暗（鳶 笠ブ:1．Ｍ１
ノハ原治 /鴎｝;ｌ秀一 赤堀岩男
奇「１１政行 !『沢墨 鈴木敏氏
竹．ト丁満犬

次」、公Ｔ８禰一回向

０ 化ノiｉ稔0

今;!：照里
開陽牧場【１

俵添」Iｈ区
筒ノI：富男
筒ノi：良秋
室艸祐：：

蚕；[；稔

...’『］－ｻﾞ（叩Ⅱ」,-.

０（） 

0０ 

岡部夷

腹辺静ｉ

松｜蝋健一二

『19．瀬

藤卒久雄 ０ 

戴優 ユ

乾雅晴 ：0 

乾洋 00 

伊藤武

大［１１富雄0
憐Ｉ;ｊｊ:0丁』ＫＯＯ ﾉ｣、ｊ［清一 11；ｉご学２０
舟・I]ｌｌｒｚ獲 |左躍道騒 別ＩＺｊＩ宋浩０
卿歩也」其１ 佐藤求捻 ] 水本正二１０
哩！Zｌ要更
：前二．・・耐うち

佐藤柾（

佐藤ｊｋ雄 ００ 

/I（本みと゛！〕０

L:：本工八

０リ
、！、

艮止路 肩 ００ 佐藤束 ユ0 榎Ｈ１英雄
大野富 天 望ノ』幸男 １０ 穴吹貞明

i戊ハナ 「・
j 1ｺ染政lWi １１ 佐藤きえ手

i(ＥＩＩ:iｆ可： 式【1１兜 佐々木昭鯉
僑敏天

熊倉唐ｉ２ｉｌ

小林茂夫

lIU部；ＩＺ六

野口

八！;：功

岡吹郎

金多安有

000 

綴吸恭民

111譜久
佐藤一モ’）｝ １ 

開陽地区
高野国雄
;i：林舅

、
ＬＰ 

滝場慎二三 ヒル.=、リイ 雫一薊藻膣印 Ｏ’八1Ｊ 

久保暦一郎 l可鮪金吾 ﾗﾌﾞYﾐｵFｹｿﾞ「槽 ｢〕0
久我良夫 I:：「Ⅱ純斜 沢；；俊天
止城純。

危昭一
浅野．、ミァ

吾妻紅iL夫
桜タキ義雄
雨１１'。イZ』』

桜ラｉ幸一 鈴木嵩 六四一郎
l丘々水繁雄 桜jl3寿夫 人西英明 ０１０ 
l左藤信 Ｏ｜高橘勝雄 編島’1(]悪
二名燕草［]］’１、0 ２１１】木栄二･qＬ ００ -1,~':l原秀．子
ｒ１１５コ震‐.（］Ｉ］iｎ，ｌＰｉ｢１１ヨ1２ 00 .｡=絵肖痒

Ｓ月乳



農協だよ{ノ（20
昭和59年７月１８日

霊

こ
の
絵
の
中
に
は
、
い
く
つ
間
違

い
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
間
違
い
を

見
つ
け
て
、
そ
の
数
を
ハ
ガ
キ
膣
書

い
て
送
【
て
ｒ
さ
い
。

〈
応
募
規
定
〉

①
官
製
ハ
ガ
キ
に
鱒
え
を
書
い
て
送

づ
て
下
さ
い
”

②
あ
な
た
の
氏
名
・
住
所
・
年
令
を

書
い
て
ｒ
さ
い
）

③
対
象
者
Ｉ
小
・
中
学
生

④
宛
た
Ⅱ
中
標
津
Ⅲ
蝋
七
条
雨
二
丁
目

中
標
津
町
農
協
組
織
広
報
係

③
締
切
Ⅱ
Ⅱ
七
月
三
十
一
日
ま
で

( 
学生の応募月差

おります。
小･中学

お１寺ちして

露
￣ 

雲二F蓼
〆P、ｄ'－，

０１｣０ 』

－－ 

＊
応
幕
下
さ
っ
た
方
に
は
全
員
参
加

賛
を
蓋
し
ｔ
げ
ま
十
。
尚
、
正
解

將
催
は
当
り
激
を
聴
呈
い
た
し
ま

す
の
で
多
激
応
募
下
さ
い
く

＊
正
解
者
の
発
表
は
九
月
号
紙
面
で

発
表
い
た
し
ま
す
。

〈
五
月
号
の
当
選
者
〉

Ｈ
Ⅱ
号
の
正
解
は
「
三
つ
」
（
下
の

図
の
○
印
）
で
し
た
。
正
解
者
は
川

名
で
し
た
。

正
解
者
に
は
当
り
賞
、
匝
解
で
な

か
『
た
方
は
参
加
賞
を
差
し
上
げ
ま

す
の
で
、
農
協
広
報
係
ま
で
申
し
出

、二、二

ｲｳﾞ忍、

妙妙＝￣＝＝ 

下
さ
い
噴

一
止
解
者
は
次
の
通
り
で
す
（

豊
岡
、
簗
山
ち
ゃ
ん

〃
白
築
萌
ち
ゃ
ん

俵
繍
乾

純
く
ん

共
成
巾
‐
林
あ
き
子
ち
ゃ
ん

『．Ｔ如浄い０列⑤いふユニ丁乢ｉＩ１卯砒・叩Ⅶ小畑評叩よいルー、品ⅢⅧ．Ⅲ冊－ｍⅧ小‐ｆ可吾ｆ、試俔Ｖ妬今化１Ｗ写しｎ吋ロル０Ⅶ○ｔかザ●ｖ、合い口ｎｏい⑪§いⅨⅦＳＦ呂郛ｒＦｎかしＩｗｏＬ；『Ｃ’１ｍ０が●Ｙ小巷にＶ『ガルーーⅢ叺如ふいｕⅦワ●ず釦ＤＰ品芽ｗザウレ１の好昨４口いＩ功６．ヤ－’●βｐｎｐＪＰｖゴニタいず６．ＭＪ▲

◎
所
得
税
第
一
期
分
の
純
期
は
七
月

三
十
一
日
ま
で

七
月
は
所
得
税
の
予
定
納
税
第
一

期
分
の
納
税
を
す
る
月
で
す
。

所
得
税
は
、
通
常
、
七
月
（
第
一

期
分
）
と
十
一
月
｛
第
二
期
分
）
に

<５月号の間違い個所＞
－－ 鰄知狐おき抄、

の知識
く根室税務署〉

９１０９７ 
才才才才

予
定
納
税
を
し
、
翌
年
一
一
月
の
確
定

申
告
で
一
年
間
の
税
金
を
精
猟
し
ま

す
。こ
の
第
一
期
分
の
納
税
額
は
、
前

年
分
の
申
告
納
税
額
を
韮
準
と
し
て

計
算
し
た
「
予
定
納
税
基
準
額
‐
｜
の

三
分
の
一
で
す
。
予
定
納
税
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
人
に
は
、
六
月
中

旬
に
税
務
署
か
ら
通
知
さ
れ
ま
す
の

で
、
そ
の
通
知
書
の
金
額
を
七
月
、
二

十
一
Ⅱ
ま
で
催
納
め
て
く
だ
さ
い
口

な
お
、
災
害
催
あ
っ
た
と
か
、
廃

佇否

」
（
う
回
の
表
紙
写
真
は
、
当
幌
地
区
の
筒
井

訓
子
さ
ん
一
二
十
｜
オ
で
す
。

訓
子
さ
ん
一
二
十
｜
オ
で
す
。

る
よ
う
に
な
っ
た
と
語
っ
て
一
の
り
託
し
一
に
。

る
よ
う
に
な
っ
た
と
語
っ
て
一
の
り
託
し
一
に
。

う
に
な
り
よ
う
や
く
自
分
の
時
間
が
持
て

う
に
な
り
よ
う
や
く
自
分
の
時
間
が
持
て

い
毎
日
で
し
だ
が
、
子
供
も
手
か
離
せ
る
よ

い
毎
日
で
し
だ
が
、
子
供
も
手
か
離
せ
る
よ

一
一
一
人
の
お
子
さ
ん
に
恵
ま
れ
、
育
児
に
忙
し

一
一
一
人
の
お
子
さ
ん
に
恵
ま
れ
、
育
児
に
忙
し

訓
子
さ
ん
は
嫁
い
で
八
年
に
な
り
ま
す
が

訓
子
さ
ん
は
嫁
い
で
八
年
に
な
り
ま
す
が

（
う
回
の
表
紙
写
真
は
、
当
幌
地
区
の
筒
井

；・川州銚塒蠣鐸辨鰄》
；・川州銚塒蠣鐸辨鰄》

鑿
・
休
驚
な
ど
の
事
情
で
、
今
年
の

年
間
所
得
を
見
隙
っ
て
計
算
し
た
税

額
が
、
通
知
を
受
け
た
予
定
納
税
錐

雌
額
よ
り
少
な
く
な
る
と
見
込
ま
れ

る
と
き
は
、
予
定
納
税
額
を
減
額
す

る
申
請
を
す
る
一
］
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
’
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
人
は
、

上
月
十
六
円
ま
で
い
「
予
定
納
税
額

の
減
額
承
認
中
請
書
」
を
税
務
署
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
申
請
書
の
用
紙
は
税
務
鴇
に

あ
り
ま
す
。

鑓鑓
１ｋ雲霞１ｋ雲霞

鰄熟鰄熟
函函
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